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生活クラブ生協では「組合員を一人として孤立さ
せない」というミッションを掲げ、地域で組合員どう
しが固有名詞でつながる場として「コミュニティ」活
動を推進している。生活クラブで進めるコミュニティ
は、一定区域内の組合員による20～40人の集まりだ。
日常的な関係づくりがすすみ、生活クラブと地域社会
の会話が行われていく場として機能し、地域のなかに
組合員の役割や居場所ができることをめざしている。
コミュニティ活動は 2012 年度から始まった。

2011 年 3月 11 日に起きた東日本大震災をきっかけ
に地域の危機管理のしくみが必要であると再認識し、
小さな単位での人のつながり＝「コミュニティ」をつ
くっていくことを方針に掲げた。初年度の 2012 年度
には 80のコミュニティが形成され、2016 年 9月現
在 323 のコミュニティが活動を行なっている。組合
員の約 15％にあたる 12,200 人がコミュニティに所
属しており、「組合員を孤立させない」という点では
まだ途上ではあるが、広がりを持った活動になってい
る。
コミュニティづくりを進めるにあたっては、生活

クラブの組合員活動を活発に担ってきたメンバーをコ
ミュニティリーダーに選任し、周りの組合員に参加を
呼びかけてもらうことから始まった。当初は組合員ど
うしのたすけあいの組織に位置づけ、平時と非常時に
助け合えるようになることを目標とした。非常時のし
くみとしては、1年に 1回、緊急支援物資の配達と受
け取りの訓練を実施している。訓練は、「①コミュニ
ティに事前に受け取り先を登録してもらう、②訓練の
日に配送センターから登録先に支援物資の配達を行な
う、③コミュニティリーダーがメンバーに連絡し支援

物資を取りに来てもらう」という流れだ。この防災の
しくみへの参加をきっかけにコミュニティづくりが進
んでいる。
現時点のコミュニティ活動の到達点は、①地域の

なかでのつながりの必要性への共感が広がり着実にコ
ミュニティが増えている、②そのなかで支援物資の配
達受取訓練への参加だけでなく、3～ 4ヵ月に一度く
らいのペースで定期的に茶話会や企画を行なっている
コミュニティが存在してきている、③人のつながりは
ママ友に代表されるように同質性をもとに広がってい
くことが多いが、地域社会の縮図であるコミュニティ
は年齢が高めの組合員から子育て世代の組合員と子ど
もというように老若男女がつながる場となっていると
ころもある、という感じだ。
最後にコミュニティ活動の今後の可能性について

記したい。コミュニティは近隣に住んでいるメンバー
で構成されており、メンバーは社会や地域で多様な経
験を持って暮らしていることから情報と人材の宝庫で
ある。人がつながり、情報が活用されれば、生活クラ
ブの活動はもとより、それぞれのメンバーが携わって
いる事業や活動が進む、また地域に必要な機能づくり
につながる可能性がある。人のつながりをもとに地域
に組合員の役割や居場所が
できることで、年齢を重ね
一人で暮らすようになって
も、住みなれた地域で暮ら
し続けることができる・・・
「組合員を一人として孤立さ
せない」ことへのつながり
を大いに期待したい。
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